
聞新業農本

農業d

ス
篠
弾
罐
欝
謎
力

馨
雛

翠
難

の
鰯

黙
曝

羅
革

覇
鱒
讐
灘
.変

み
入

れ
る

き
っ

か
け

は
、

「
鴨

團
ロ

刊
引

鷺
川

瀬
美

加

生
産

現
場

、
加

工
、

鶉
・

多
様

な
ビ

ジ
ネ

ス
チ

ャ
ン

ス
が

あ
る

の
も

農
業

の
強

み
だ

。

「
今
は
子
育
て
に
追
わ
れ
て
い

る
妻

に
、

い
ず

れ
自

分
の

好
き

な
分

野
で

の
び

の
び

働
い

て
ほ

し
い

」
と

い
う

川
原

伸
章

(35)

の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
本
書
の
若
き
サ
ム
ラ
イ

は
、

夫
婦

単
位

で
農

業
ビ

ジ
ネ

ス
を
捉
え
て
い
る
の
が
印
象

的
。

農
業

革
命

を
通

じ
、

時
代

を
変
え
る
力
を
感
じ
さ
せ
る
。

ギルバー虫と文明

⑭
功

績
の

々
を

・

し
て

い
る

。

チ
ョ

ウ
や

ト
ン

ボ
の

文
学

の

話
か

ら
筆

を
起

こ
し

、
シ

ル
ク

を
生

み
だ

す
蚕

や
蜂

蜜
を

も
た

ら
す

ミ
ツ

バ
チ

な
ど

の
有

名
ど

こ
ろ

を
取

り
上

げ
る

。
そ

し
て㎞
…

塾
～
齢
謙

藁臨
諌

蒸
虫

と
来

'
ご
5

カ
つ

で
は

多
く

の
観

客
を

集

め
た

ノ
ミ

の
サ

ー
カ

ス
、

娯
楽

性
の
強
い
コ
オ
ロ
ギ

の
け

ん

か
、

最
近

話
題

の
食

用
昆

虫
に

も
触

れ
、

文
明

と
虫

が
い

か
に

結
び
つ
い
て
い
る
か

を
つ

づ

る
。

虫
好

き
に

は
楽
し

く
、

そ

う
で

な
い

読
者

に
は
文

明
に

つ

い
て

考
え

る
新

た
な

視
点

を
提

供
し

て
い

る
。

生
物

の
多

様
性

を
知

る
上

で
も

興
味

深
い

内
容

だ
。(築

地
書

館
・

2520円
)

窟
い
で

、
バ

ス
ト

セ
ラ

τ
に

な
り

ま
し

た
。

今
月

(11月
)、

晴
れ

て
林

業

会
社

の
正

社
員

と
な

っ
た

主
人

公
の

続
編
『

神
去

な
あ

な
あ

夜
話

』
が

発

行
さ

れ
ま
す
。

期
待
で
き

ま
す
。

こ
の

他
、

警
察

小
説

な
ど

で
超

売

せ
峯
件

誉
田
哲

在
で

あ
り

た
い

」
と

、
農

業
は

や
り

が
い

の
あ

る
仕

事
と

口
を

そ
ろ

え
る

。

本
書

の
取

材
は

東
日

本
大

震
災

前
後

で
、

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
や

自
然

へ
の

畏
敬

を
再

確
認

す
る

時
期

に
当

た
っ

た
。

震
災

は
人

生
観

を
根

底
か

ら
覆

し
、

価
値

観
を

転
換

さ
せ

た
。

そ
の

中
で

農
業

へ
目

が
い

く
新

人
予

備
軍

が
増

え
て

い
る

の
で

は
、

と
農

業
へ

の
関

心
の

高
ま

り
を

期
待

し
て
い
る
。

た
だ
、
新
規

本
紙

で
「

節
税

へ
の

近

道
」
を
先
月
ま
で
連
載
し
た

筆
者

は
横

浜
の

農
家

に
生

ま
れ
農
協
勤
務
の
経
験
を
持
つ

税
理

士
。

税
金

逃
れ

(脱

税
)で

な
く
、
節
税
で
税
負

担を軽くしたいという、

都
市
農
家
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス

が
詰

ま
っ

て
い

る
。

節
税
に
早
道
は
な
い
。
そ

し
て

税
理

士
や

専
門

的
な

知

識
を

持
っ

た
人

が
い

て
も

、

全
て

の
問

題
を

解
決

し
て
く

れ
る

わ
就

農
の

壁
は

や
は

り
厚

い
。
農
地
の
確
保
や
機
械
の
有
効
活
用
な

ど、新人が活躍できるような環境の

整
備
が
必
須
だ
と
訴
え
て
い
る
。

(
農

文
協

、
2
7
3
0
円

)

都
市

農
家
さ
ん

!地
主
さ
ん
ー

.

そ
の

税
金
は

払
い
過
ぎ

!

清
田

幸
弘

・
著

け
で

は
な

い
。

大
切

な
こ

と
は
自

ら
が
勉
強

し
、

自
分

の
資

産
を

計
算

し
、

ど

の
よ

う
な

対
策

や
特

例
が

あ

る
の

か
を

知
る

こ
と

。
面

倒

く
さ

が
ら

ず
、

人
を

当
て

に

せ
ず

、
地

道
に

学
ぶ

。
そ

の

の
間

を
加

工
食

詰
の

安
全

性
か

ら
描

い
た

『
震

え
る

牛
』

(小
学

館
)。

そ

し
て

何
と

い
っ

て
も

コ
ミ

ッ
ク

『
鋼

の
錬

金
術

師
』

(ス
ク

ウ
ェ
ア

・
エ

ニ
ッ

ク
ス
)で

大
ヒ

ッ
ト
し

た
、

荒

川
弘

氏
の
(昨

年
の

マ
ン
ガ

大
賞

受

賞
作

)『
銀

の
匙

』
①

～
⑤

(小
学

館
)と

『
百

姓
貴

族
』

①
②

(新
書

館
)は

、
農

業
高

校
や

酪
農
家

を
ヴ

ィ
ヴ

ィ
ッ

ド
に

、
キ

ョ
ー

レ
ツ

に
描

い
て

大
傑

作
11"我

が
書

店
で

堂
々

1位
で
す
。

(牛
尾

敏
也

)

日2012年(平成24年)11月11日(日曜日)

農
業
の
新
人
革
命

実
家

が
農

家
で

は
な

い
が

農
業

に
従

事
し

て
い

る
若

者
や

、
実

家
が

農
家

だ
が

自

ら
新

し
い

経
営

に
取

り
組

む
若

者
を

本
書

で
は

「
新

人
」

と
呼

ぶ
。

雇
用

や
経

営
の

形
態

な
ど

は
さ

ま
ざ

ま
。

そ
の

彼
ら

が
農

業
の

"新
し

い
"時

代
を

切
り

開
く

。
取

り
巻
く
社
会
・
経
済
情
勢
は
厳
し
い
が
、

・
誇

り
を

持
っ

て
生

き
生

き
と

農
業

に
励

む

新
人
は
と
て
も
輝
い
て
い
る
。

農
業

大
学

で
学

び
、

ス
イ

ス
研

修
を

経

て
野

菜
を

生
産

・
販

売
す

る
、

農
家

出
身

で
な

い
神

奈
川

県
の

30代
女

性
。

農
家

の

和
泉

真
理

、
横

田
茂

永
・

著

出
身

で
新

た
な

品
目

の
生

産
を

始
め

、
流

通
ル

ー
ト

を
確

立
す

る
石

川
県

の
20代

男

性
。

登
場

す
る

全
国

の
新

人
は

誰
も

が
「
こ
れ
ぞ
一
番
の
生
き
る
源
」
「
何
十
年

後
も

地
域

に
と

っ
て

か
け

が
え

の
な

い
存

農業の
新人革命

0醗

売れ筋樽報
囹日販(総合)

0拉致と決断

②禁断の魔術

蓮池薫(新潮社)

秋
伝

春
桶

藝
迅文

(
卜

吾
ル

圭
ナ

幾
称

畿
軍

舞
毅
は

籔
の

い
都
地
そ

払

くては

をする!

一

窪

上
で
相

談
を

す
る
の

だ
。

資
産

管
理

事
業

も
含

め
た

都
市

農
家

に
絞

っ
た

内
容

は

や
は

り
相

続
対

策
が
中

心
。

知
っ

て
い

る
こ

と
は

多
い

の

だ
が

、
7章

35項
目

を
正

確

に
理

解
す

れ
ば

、
何

を
し

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か

が
分

か

る
。

都
市

農
家

の
多

く
の

事

例
に
関
わ
っ
て
き
た
だ
け

に
、
「
争
族

」
を
防

ぐ
た
め
の

遺
言

書
の

賢
い
残

し
方
や

、

生
前

贈
与

の
手

法
な

ど
も

書

か
れ
て
い
る

。

(あ
さ
出

版
、

1575円
)

残
し

た
、

寺
社

の
建

築
彫
刻

記
』
に

登
場

す
る
茶

屋
の
話

を
訪

ね
な

が
ら

、
そ

の
人

と
や

森
鴎

外
の

別
荘

の
こ

と
、

な
り

を
独

自
の

目
で

探
る
。

若
山
牧

水
が

泊
ま
っ

た
宿
で

初
代

伊
八

は
26歳

で
17歳

の
55首

の
歌

を
詠

ん
だ

と
と

。

弟
子

を
持

ち
、

4代
目

は
フ

そ
れ

ぞ
れ

の
人

物
の

背
景

に

ー
テ
ン

の
寅

さ
ん

で
有

名
な

ま
で

思
い

を
は

せ
る

。

東
京
の
柴
又
帝
釈
天
に
代
表
「
そ
っ
と
い
す
み
の
町
を

的
な
彫

刻
を

残
し

て
い

る
。
歩

い
て

み
た
い

」
そ
ん

な
気

林
扶

美
子

の
小

説
『
放

浪
に

さ
せ
て

く
れ
る

。
あ

な
た

～
鯉

緬
蟹

抑
縫

朧
」
鎚
よ

う
な
気
も

し
て
く
る

.
(文

芸
社

、
1155円

)

◆
い

ま
か

ら
で

き
る

放
射

線
対

策
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
(香

川
靖

雄
、

菊
地

透
・

著
)放

射
線

の
害

を
避

け
る

生
活

と

食
事

の
知

恵
を

2人
の

「
知

り
抜

い
た

」
研

究
者

が
紹

介

す
る

。
遺

伝
子

を
修

復
す

る

機
能

や
、

セ
シ

ウ
ム

が
体

内

に
入

っ
て

も
、

野
菜

、
果

実

を
食

ベ
カ

リ
ウ

ム
が

増
加

す

れ
ば

体
内

か
ら

除
染

さ
れ

る

な
ど

、
こ

れ
か

ら
の

対
策

を

紹
介

し
て

い
る

。
(女

子
栄

養
大

学
出
版

部
、

1
1
5
5

円
)
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(ll月7日調べ)

(7)

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
は
い
か
が
?

池
ヶ
谷
典
子
・

著

都
市

部
の

千
葉

県
柏

市
か

ら
太

平
洋

に
面

し
た

い
す

み

市
に

移
住

し
、

ス
ロ

ー
ラ

イ

フ
を

実
践

す
る

著
者

が
、

足

で
調

べ
た

地
域

の
案

内
書

。
い

す
み

市
へ

の
移

住
に

つ

い
て

の
章

に
続

き
、

市
内
探

訪
が

始
ま

る
。

江
戸

時
代

の

名
工

で
「

波
の

伊
八

」
と

呼
ば

れ
た

武
志

伊
八

郎
信
由

が

◆
東

京
緑

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
東
京
都

心
に
こ
れ
だ
け

の
緑

化
ス

ペ
ー

ス
が

あ
っ

た

の
か
と
再

認
識
す
る
。
11

4の
民

間
施

設
・
ビ

ル
の
屋

上
、

公
共

空
間

に
造

ら
れ

た

『
超
人

工
的

な
庭

」
を

紹
介

す
る

。
「

全
国

都
市

緑
化

フ

ェ
ア

T
O
K
Y
O
」

に
合

わ

せ
出

版
社

が
発

行
し

た
。

写

真
と

短
い

説
明

文
書

を
見

な

が
ら

歩
く

の
も

楽
し

い
。

(
マ

ル
モ

出
版

、
1
6
0
0

円
)

一


